
■保管
製品を保管する際は火気に十分注意してください。

■施工中および施工後
施工された箇所での溶接・溶断ならびにその他火気の使用は原則として禁止してください。やむを
得ず溶接・溶断の必要が生じた場合、防火シートで養生し、かつ消火器などを準備した上で、監視
者立ち会いのもと注意深く作業してください。

■残材・廃材の整理整頓
作業終了後の残材・廃材は、毎日指定場所に片付けるか、適切な処理をしてください。

■湿度が高い場所や雨水にぬれる場所等に保管しないでください。

■保管が長期に渡る場合、 変形することがあります。

火気厳禁

保管上の注意

警　告

フォームナート® TNシリーズ
ノンフロン硬質ウレタンフォーム断熱材
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■保温板
  ●フォームナート® ボードTN

■保温筒
  ●フォームナート® カバーTN V
  ●フォームナート® カバーTN S

■現場注入発泡原液
  ●フォームナート® 原液TN
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環境にやさしい
ウレタンフォーム断熱材の
スタンダード
ノンフロン硬質ウレタンフォーム断熱材「フォームナート® TNシリーズ」 

「フォームナート® TNシリーズ」は、
発泡剤としてHCFC類、HFC類などのフロン系発泡剤を
一切使用しない、環境に配慮した
ノンフロン硬質ウレタンフォーム断熱材です。

※「TOMBO」はニチアス（株）の登録商標または商標です。
※®が付されている名称はニチアス（株）の登録商標です。

フォームナート® カバーTN
TOMBO™ No.5001-TN

フォームナート® ボードTN
TOMBO™ No.5000-TN

フォームナートTNシリーズは、独立気泡からなる硬質ウレタン
フォーム断熱材です。HCFC類、HFC類などのフロン系発泡
剤を一切含まない炭酸ガス発泡（一部にHFOを併用）の保冷
材で、地球環境に配慮した製品です。特に低温特性に優れた
断熱材として、LNG・LPG基地、船舶、石油化学プラント、地域
冷暖房設備などで広くご使用頂いております。

フォームナートカバーTNはJIS認証取得品です。
JIS A 9511 A種硬質ウレタンフォーム保温材保温筒2種1号
（認証番号GB0309002　製造工場：ニチアスウレタン株式会社　埼玉工場）

特 長

特 長

用 途 関連製品

●優れた低温安定性
●ノンフロン（フロン類不使用）
●低熱伝導率を実現
●吸水・吸湿性が極小
●施工が容易
●機械的強度が大
●豊富な実績

●発電所、各種プラント
LNG・LPG基地、薬品プラント、石油化学プラントなどの配管、
機器の断熱

①フォームナート® カバーTN V
（JIS A 9511認証品）

フォームナートカバーTNの外表面にアルミ箔とポリ
エステルの複合フィルムを一体化させた製品です。
現場での防湿施工を省力化できます。

（JIS A 9511認証品）

フォームナートカバーTNの外表面にポリ
コート紙を一体化させた製品です。

②フォームナート® カバーTN S

硬質ウレタンフォームをブロック状に発泡させたものを
板状に切り出した製品です。防湿材としてアルミ箔とポ
リエステルシートの複合フィルムを一体成型させた製品
の製造も可能です。

③フォームナート® ボードTN

●フォームナート® 原液TN ●フォームナート® サポート
●フォームナート® 耐火サポート
●フォームナート® アンカーサポート

熱伝導率参考式注4

●フォームナートカバーTN・ボードTNの熱伝導率 W/（m・K）
　λ＝0.0239＋6.58×10-5θ（-200≦θ≦100℃）

フォームナート原液TNは、現場発泡用の硬質ウレタンフォーム
のノンフロン原料です。ポリオールプレミックス（R液）とイソシア
ネート（I液）の2液を混合することで発泡反応を起こし、フォーム
ナートカバーTNやフォームナートボードTNの継ぎ目や不定形部
などに注入発泡施工できます。

●船舶
LNG・LPGタンカーの配管、貯槽の断熱

●宇宙開発
ロケット液体燃料配管などの断熱

●建築関係
ビル・地域冷暖房設備の結露防止材、配管の断熱

など

※フォームナートサポート、フォームナート耐火サポート、
　フォームナートアンカーサポートについては、
　カタログ「フォームナート® サポート」をご参照ください。

① ②

③ ③

・ 発泡剤として、HCFC-141bを使用している製品は、自主規制により2003年末をもって生産を中止しました。
・ 設計の際に用いる熱伝導率は、上記参考式のご利用を推奨します。
・ 各種加工品や様々な面材を用いた製品にも対応できます。別途ご相談ください。

注4：経時変化後の実測値に基づく近似式
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注1 ： 発泡直後の熱伝導率（平均温度：23　℃）を示します。
注2 ： 数値は目安であり規格値ではありません。
 連続使用時の内部温度は＋40℃以下を推奨します。
注3 ： 数値は目安であり規格値ではありません。
 内部温度が-180℃以下でご使用の場合は、別途ご相談ください。

＋2
－3

密　　度（kg／m3）
熱伝導率［W／（m・K）］
圧縮強さ（N／cm2）
曲げ強さ（N／cm2）
吸水量（g／100cm2）

35以上
0.026以下注1

20以上
25以上
3.0以下

最高使用温度（℃）
最低使用温度（℃）

＋100注2

－196注3

項　　目 物　性　値

燃 焼 性 燃焼時間120秒以内で、
かつ燃焼長さが60mm以下である

測定機関：ニチアス
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